
3
未
来
を
担
う
「
子
ど
も
た
ち
」
を
育

む
ま
ち
の
実
現

　
「
小
学
校
の
統
合
」
に
よ
る
質
の

高
い
教
育
環
境
の
確
保
や
、
子
育
て

支
援
の
核
と
な
る
「
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
」
の
開
設
な
ど
、
子
育
て
を

地
域
全
体
で
サ
ポ
ー
ト
し
、
子
ど
も

た
ち
が
将
来
に
夢
・
目
標
を
持
っ
て

成
長
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

4
か
け
が
え
の
な
い
「
財
産
」
を
未
来

へ
継
承
す
る
ま
ち
の
実
現

　
自
然
共
生
サ
イ
ト
の
登
録
な
ど「
ネ

イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ（
自
然
再
興
）」

の
推
進
や
、
交
流
・
定
住
人
口
増
加

に
向
け
た
「
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」

の
展
開
な
ど
、
受
け
継
が
れ
て
き
た

栗
山
の
豊
か
な
自
然
・
歴
史
・
文
化

の
魅
力
を
共
有
し
、
未
来
へ
と
繋
ぐ

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

1
地
域
経
済
の
原
動
力
で
あ
る「
産
業
」

が
躍
動
す
る
ま
ち
の
実
現

　

土
地
改
良
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
た

「
農
業
基
盤
整
備
事
業
」
の
推
進
や
、

商
店
街
の
活
性
化
に
よ
る
「
中
心
市

街
地
の
賑
わ
い
づ
く
り
」
の
推
進
な

ど
、
農
商
工
の
基
盤
を
強
化
し
、
各

産
業
が
連
動
す
る
、
活
力
と
賑
わ
い

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

2
支
え
合
う
す
べ
て
の
「
町
民
」
が
心

安
ら
ぐ
ま
ち
の
実
現

　
「
栗
山
赤
十
字
病
院
」
を
拠
点
と

し
た
医
療
体
制
の
構
築
や
、
快
適
な

生
活
環
境
づ
く
り
に
向
け
た
「
除
排

雪
や
町
営
バ
ス
」
の
充
実
な
ど
、
地

域
社
会
全
体
で
支
え
合
う
仕
組
み
を

構
築
し
、
す
べ
て
の
町
民
が
健
や
か

で
生
き
が
い
を
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員
研
修
会
へ
の
派
遣
に
つ
い
て

報
　
告

令
和
７
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
12
号
）
の
専
決
処
分

に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
予
算
に
１
億
７
７
１
４
万

６
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
１
１
６
億

７
９
３
４
万
４
千
円
と
す
る
も
の
で
、

主
な
内
容
は
、
歳
入
で
は
町
税
や
地
方

交
付
税
な
ど
の
確
定
見
込
み
等
に
よ
る

補
正
、
歳
出
で
は
財
政
調
整
基
金
積
立

金
の
追
加
等
に
係
る
補
正
の
専
決
処
分

で
す
。

栗
山
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
専
決
処
分
に
つ
い
て

栗
山
町
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
に

つ
い
て

　

以
下
２
件
の
条
例
は
、
地
方
税
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
る
関
係

規
定
の
改
正
に
伴
う
専
決
処
分
で
す
。

議
　
案

職
員
等
の
旅
費
支
給
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て

　

令
和
８
年
５
月
18
日
か
ら
4
年
間
の

任
期
で
、
橋
場
謙
吾
氏
（
松
風
4
）
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

5
町
民
と
行
政
が
連
携
し
「
未
来
」
を

創
造
す
る
ま
ち
の
実
現

　

小
学
校
統
合
後
の
校
舎
活
用
な

ど
「
角
田
・
南
部
地
域
振
興
策
」
の

推
進
や
、「
女
子
野
球
タ
ウ
ン
事
業
」

の
取
組
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
推
進

な
ど
、
様
々
な
地
域
課
題
に
対
応
す

る
た
め
、町
民
と
行
政
が
共
に
考
え
、

行
動
し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
ち
の
将
来
像
「
ふ
る
さ
と
は
栗
山

で
す
。
～
み
ん
な
が
元
気
な
ま
ち
～
」

を
目
指
し
、
町
民
皆
さ
ん
に
栗
山
町
で

暮
ら
す
幸
せ
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
全
身
全
霊
を
傾
け
町
政
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
並
び
に
議

員
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

佐
々
木
学
町
長
は
所
信
表
明
の

後
、
栗
山
町
自
治
基
本
条
例
第
14

条
の
規
定
に
基
づ
く
、
町
長
就
任

の
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

宣　
　

誓

　

私
は
、
先
人
が
守
り
育
て
て
き

た
歴
史
、
文
化
、
伝
統
を
引
き
継

ぎ
、
主
権
者
で
あ
る
町
民
の
参
加

に
よ
る
自
律
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
と
い
う
本
条
例
の
基
本

理
念
に
基
づ
き
、「
ふ
る
さ
と
は

栗
山
で
す
。」
と
町
民
誰
も
が
誇

り
を
持
ち
、
い
つ
ま
で
も
住
み
続

け
た
い
と
思
う
こ
と
が
で
き
る
ま

ち
を
実
現
す
る
た
め
、
公
平
、
公

正
か
つ
誠
実
に
職
務
を
執
行
す
る

こ
と
を
誓
い
ま
す
。

　

令
和
８
年
５
月
14
日

栗
山
町
長　

佐
々
木　

学

佐
々
木

佐
々
木  

学
町
長　

所
信
表
明

学
町
長　

所
信
表
明

議会の動き議会の動き

就
任
あ
い
さ
つ

　
引
き
続
き
副
町
長
の
重
責
を
担

わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
様
々
な

町
政
課
題
が
山
積
し
、
そ
の
解
決

に
向
け
て
は
決
し
て
平
た
ん
な
道

の
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
佐
々

木
町
長
が
掲
げ
る
「
笑
顔
が
弾
け

る　
ふ
る
さ
と
栗
山
」
の
実
現
に

向
け
、
誠
心
誠
意
、
全
力
を
尽
く

し
て
い
く
所
存
で
す
。
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
栗
山
町
副
町
長　
橋
場　
謙
吾

　令和8年栗山町議会定例会5月臨時会議で　令和8年栗山町議会定例会5月臨時会議で
次の議案が審議され、全て可決されました。次の議案が審議され、全て可決されました。

（5月14日招集）（5月14日招集）

　
令
和
８
年
栗
山
町
議
会
定
例
会
５
月
臨
時
会
議
で
、
佐
々
木
学
町
長
が
栗
山
町

　
令
和
８
年
栗
山
町
議
会
定
例
会
５
月
臨
時
会
議
で
、
佐
々
木
学
町
長
が
栗
山
町

長
再
任
に
あ
た
り
今
後
の
町
政
運
営
に
関
す
る
所
信
を
表
明
し
ま
し
た
。

長
再
任
に
あ
た
り
今
後
の
町
政
運
営
に
関
す
る
所
信
を
表
明
し
ま
し
た
。

　　
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
主
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
主
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
５
つ
の
バ
ト
ン

５
つ
の
バ
ト
ン
を
掲
げ
、

を
掲
げ
、

町
民
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
弾
け
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
決
意
を
、
力
強
く
表
明
し
ま
し
た
。

町
民
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
弾
け
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
決
意
を
、
力
強
く
表
明
し
ま
し
た
。

ま
ち
の
元
気
を
繋
ぐ

ま
ち
の
元
気
を
繋
ぐ
５
つ
の
バ
ト
ン
を
掲
げ
全
力
で
町
政
推
進

５
つ
の
バ
ト
ン
を
掲
げ
全
力
で
町
政
推
進

町
長
就
任
時
宣
誓

議会インターネット中継議会インターネット中継 【問い合わせ】議会事務局　☎ 73-7517

栗山町議会 検索議会の様子をいつでも議会の様子をいつでも
スマホ・パソコンで視聴できます！スマホ・パソコンで視聴できます！
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